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TRU（Pu と MA（マイナーアクチノイド））燃料と減速材を装荷した金属燃料高速炉炉心において、燃料と

減速材の非均質効果や中性子輸送効果による反応度係数への影響を評価した。 
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1. 背景と目的 

TRU 燃焼効率に優れたウラン無し TRU 金属燃料高速炉炉心では、ドップラー係数の向上のために炉心へ

減速材を装荷することが提案されている[1]。減速材の装荷により非均質性が増大して、解析精度に影響す

る可能性がある。そこで、本炉心の安全上重要なドップラー係数やボイド反応度に対して、燃料・減速材

の非均質効果を評価した。ボイド反応度の解析精度に影響が大きい中性子輸送効果の評価も行った。 

2. 検討条件と解析手法 

 本炉心の燃料集合体の例を図 1 に示す。層状に配置された燃料と減速材を多重リング化し、格子計算コ

ード SLAROM-UF[2]を用いて非均質実効断面積を求めた。この際、モンテカルロコードとの比較により図 1

の燃料に対する格子計算コードの妥当性を検証している。図 2 に炉心の縦断面図を示す。上記断面積を用

いて輸送計算コード PARTISN[3]により炉心計算を行い、均質実効断面積による炉心計算との比較から非均

質効果を求めた。また、拡散計算コード DIF3D[4]による炉心計算との比較から輸送効果を求めた。 

  

                             表１ 非均質効果と輸送効果 

                             

 

 

 

図 1 燃料横断面図  図 2 炉心縦断面図 

3. 解析結果 

 ドップラー係数やボイド反応度に対する非均質効果・輸送効果を表 1 に示す。非均質効果や輸送効果に

よって増大するのか、減少するのかについては、ウランを含む従来高速炉の場合と同様である。このなか

ではドップラー係数の非均質効果が大きいが、従来高速炉の場合と同程度の大きさである。 

4. 結論 

 燃料と減速材の非均質効果や中性子輸送効果による反応度係数への影響を評価した結果、従来高速炉と

同様な傾向が得られ、標準的な高速炉解析手法が適用可能であることが示された。 
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